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小
浜
市
は
、
総
面
積
の
約
８
割
を

森
林
が
占
め
て
お
り
、
古
く
か
ら
森

の
も
た
ら
す
恩
恵
を
受
け
、「
御
食
国
・

若
狭
小
浜
」
が
誇
る
豊
富
な
農
林
海

産
物
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

森
林
は
、
木
材
の
生
産
や
地
球
温

暖
化
防
止
を
は
じ
め
、
き
れ
い
な
水

を
つ
く
り
出
し
、
洪
水
や
土
砂
災
害

を
防
い
で
く
れ
る
な
ど
、
多
く
の
機

能
を
有
す
る
（
下
図
参
照
）、
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
財
産

で
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
林
業
の
衰
退
や

人
々
の
関
心
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
、

森
林
に
人
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

ほ
ど
荒
れ
た
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

50
年
後
、
１
０
０
年
後
も
森
林
が

持
つ
多
面
的
な
機
能
を
維
持
し
、
人

間
と
豊
か
な
自
然
が
共
生
す
る
明
る

い
未
来
の
た
め
に
、
い
ま
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

野生動物の住みかとなる

二酸化炭素を吸収し
酸素を供給する

土砂崩れ・流出を防ぐ
木材を供給する

水を育む

川や海の生物を育む

水を安定供給する

森林の多面的機能

市
内
の
森
林
の
現
状
と
課
題

　

小
浜
市
の
森
林
面
積
は
約
１
万
９
０
０
０
㌶
あ
ま

り
で
、
そ
の
う
ち
個
人
が
所
有
す
る
私
有
林
が
80
％

を
、
県
・
市
な
ど
が
所
有
・
管
理
す
る
公
有
林
が
約

16
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
１
）。

機
能
維
持
に
は
管
理
が
不
可
欠

　

森
林
の
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
森
を

健
全
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
手
入
れ
が
必
要
で
す
。
特

に
人
工
林
で
は
、
植
え
た
苗
木
が
一
斉
に
成
長
す
る
た

め
、
木
々
が
互
い
の
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
適
度

な
間
伐
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

間
伐
が
遅
れ
た
り
、
森
林
全
体
に
日
光
が
行
き
届
か

な
か
っ
た
り
す
る
と
、
木
々
の
生
育
不
良
や
下
草
の
消

失
な
ど
が
生
じ
、
連
鎖
的
に
、
土
砂
の
流
出
や
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
の
減
少
な
ど
と
い
っ
た
、
森
林
の
多
面
的

機
能
の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

【図１】
市内の森林の構成比率

国有林
（3.9%）

私有林
（80.2%）

公有林
（15.9%）

■ 人工林
■ 天然林
■ その他

間
伐
が
遅
れ
る
と
市
民
生
活
に
も
被
害

　

間
伐
は
、
一
般
的
に
10
年
〜
15
年
ご
と
に
行
う
も
の

で
、
木
々
の
成
長
に
合
わ
せ
て
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。

し
か
し
、市
内
で
過
去
10
年
に
間
伐
な
ど
の
整
備
を
行
っ

た
森
林
は
、
人
工
林
の
約
17
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
樹
木
へ
の
食
害
、
海
や
川

へ
の
土
砂
の
流
出
、
道
路
へ
の
倒
木
な
ど
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
左
写
真
）。

　

さ
ら
に
、
森
林
が
荒
廃
が
進
む
と
、
水
の
供
給
量
不

足
や
土
砂
崩
れ
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
与
え
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

▲流出した土砂で砂防堤が
　埋まると、洪水や土石流
　の要因に ( 上根来 )

▲大雨によって森林から流れ出
　た土砂でにごった海 ( 田烏 )

森林がもたらす明るい未来特
集

■問い合わせ　農林水産課☎ 64・6024

　

ま
た
、
私
有
林
・
公
有
林
を
合
わ
せ
た
面
積
の
う

ち
約
４
割
が
、
主
に
戦
後
や
高
度
経
済
成
長
期
に
、

人
の
手
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
植
え
て
つ
く
っ
た
人
工

林
で
、
天
然
林
と
比
べ
て
、
よ
り
こ
ま
め
な
管
理
が

必
要
で
す
。

　

一
方
で
、
私
有
林
の
所
有
者
の
大
部
分
は
、
所
有
す

る
森
林
面
積
が
５
㌶
未
満
と
小
規
模
で
、
急
な
斜
面
が

多
い
こ
と
や
、
所
有
者
の
高
齢
化
、
相
続
者
の
管
理
意

識
の
低
下
な
ど
の
理
由
も
あ
り
、
整
備
が
行
き
届
か
な

い
森
林
が
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

▲弱った木が風で倒され、
　ふさがれた林道 ( 池河内）

▲間伐の遅れによって日当た
　りが悪くなり、下草が消失
　した林 ( 下根来 )

森林の多面的機能の低下による被害

▲獣害により樹皮がはがされ
　た立木 ( 下根来 )

▲雨による土砂の流出で車が
　通れなくなった林道(本保)
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元
気
な
森
を
支
え
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

　
　

森
や
木
に
親
し
み
、
触
れ
合
お
う

　

森
林
を
守
る
第
一
歩
は
、
一
人
ひ
と
り
が
森
林
へ
の

興
味
・
関
心
を
持
ち
、
そ
の
役
割
や
恩
恵
を
知
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
野
鳥
観
察
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
や
、
ジ
ビ
エ
（
狩
猟
肉
）
料
理
、
木
製
家
具
や

薪
ス
ト
ー
ブ
と
い
っ
た
木
材
を
活
用
す
る
製
品
な
ど
を

通
じ
て
、「
気
軽
に
・
楽
し
く
」
森
や
木
と
触
れ
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

1◀「薪と薪ストーブを楽
　　しむ会」で薪割りを
　　 体 験 す る 参 加 者（ 令
　　  和元年 12 月 1 日・門
　　前）

市内外の親子が自然との▶
ふれあいを楽しんだ「た　
けのこ掘り体験」( 令和　
元年 4 月 29 日・加茂 )　

　
　

地
元
産
の
木
材
を
使
お
う

　

皆
さ
ん
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
木
の
製
品
が
、
何
の

木
で
作
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
木
は
ど
こ
の
山
か
ら
切

り
出
さ
れ
た
も
の
か
、
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

森
林
の
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
は
、
林
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
た
め
、
林
業
経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
れ

ば
、
森
は
荒
れ
、
や
が
て
は
市
民
生
活
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

地
元
産
の
木
材
を
使
う
こ
と
は
、
林
業
を
活
性
化
さ

2せ
、
元
気
な
森
の
育
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
に
は
、
湿
度
を

調
節
す
る
機
能
や
、
見
る
・

触
れ
る
人
の
心
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
効
果
な
ど
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

は
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

森
林
を
元
気
に
す
る
た
め
に

も
、
地
元
産
の
木
材
を
積
極

的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◀小浜美郷小学校では、
　教室のはりなどに県
　 産 ス ギ 材 を 使 用 し、
　自然のぬくもりを感
　じる空間になっている

   
森
林
を
整
備
し
、
支
え
続
け
る
に
は

①
森
林
境
界
の
確
認

　

森
林
所
有
者
同
士
の
話
し
合
い
な
ど

で
、
森
林
の
境
界
を
確
認
し
ま
す
。

れいなん森林組合

白
し ら さ き

﨑 響
ひびき

さん
 （23 歳・千種二丁目）

　
私
は
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す
る

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
所
有
境
界
は
不
明
瞭
な
ケ
ー

ス
が
多
く
、そ
の
ま
ま
で
は
間
伐
な
ど
、

適
正
な
整
備
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
面
や
情

報
を
用
意
し
、
森
林
所
有
者
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
境
界
の
確
認
、
確
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
確
定
し
た
境

界
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
、
次
世
代

へ
確
実
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
デ
ー

タ
化
す
る
作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
境
界
の
確
認
、
確
定
に
は
所

有
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
少

し
で
も
多
く
の
森
林
境
界
を
明
確
に

し
、
適
正
な
森
林
管
理
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
組
合
で
は
間
伐
な
ど

の
計
画
作
成
や
実
施
、
間
伐
材
の
販

売
な
ど
、
森
林
整
備
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
、
れ
い

な
ん
森
林
組
合
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

元
気
な
森
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

インタビュー

②
集
落
単
位
で
森
林
を
団
地
化

　

集
落
で
の
座
談
会
な
ど
を
開
催
し
、
複

数
の
所
有
者
が
持
つ
森
林
を
１
つ
に
取
り

ま
と
め
（
団
地
化
）
し
ま
す
。
団
地
化
す

る
こ
と
で
、
間
伐
や
作
業
道
の
開
設
な
ど

を
団
地
単
位
で
計
画
し
、
効
率
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
森
林
整
備
作
業
の
実
施

　

間
伐
、
作
業
道
の
開
設
、
樹
木
の
鳥
獣

害
防
止
対
策
な
ど
の
森
林
整
備
作
業
を
、

森
林
組
合
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

④
間
伐
材
の
販
売

　

間
伐
に
よ
っ
て
生
じ
た
木
材
を
、
森
林

組
合
が
木
材
市
場
な
ど
を
通
じ
て
販
売
し

森
林
整
備
は
４
ス
テ
ッ
プ

　

森
林
整
備
は
、
所
有
者
と
森
林
組
合
が
連
携
し
て
、
次
の
４
ス
テ
ッ
プ
で
実
施
し
ま
す
。

ま
す
。

　

売
り
上
げ
は
、
経
費
を
差
し
引
い
て
各

森
林
所
有
者
の
収
入
と
し
て
分
配
さ
れ
ま

す
。

農林水産課

中
なかむら

村 亮
りょうすけ

介主事

　
市
で
は
、
森
林
境
界
の
明
確
化
、
集
落
で
行

う
林
道
維
持
管
理
活
動
な
ど
森
林
整
備
を
進
め

る
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
を
建
て
る
際
の
県
産
材
の
活
用
、

自
宅
な
ど
へ
の
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
と
い
っ
た
、

地
元
産
材
の
利
用
推
進
な
ど
、
各
種
支
援
制
度

に
つ
い
て
も
実
施
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
豊
か
な
森

林
の
恵
み
を
じ
か
に
感
じ
、
触
れ
る
機
会
を
つ

く
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
で
の
森
林
学
習
や
、

小
浜
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
出
生
祝
い
と

し
て
地
元
産
の
積
み
木
を
送
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
元
気
な
森
林
の
育
成
」「
木
の
あ
る
暮
ら
し
」

に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
農
林
水
産
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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